
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
合
わ
せ
て

い
わ
み
ざ
わ
環
境
週
間
を
創
設

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
期
に
合
わ
せ
、

岩
見
沢
市
で
は
、
新
た
に
「
い
わ
み
ざ
わ

環
境
週
間
」
を
設
定
。
環
境
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
に
向
け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
生
活
や
活
動
を
見
直
し
、
気
づ
き

か
ら
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
企
画
さ
れ
た
。
第
１
回
の
開
催
は
６

月
28
日
か
ら
７
月
12
日
。「
高
め
よ
う
環
境
、

減
ら
そ
う　

ご
み
・
Ｃ
Ｏ
２
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル
展
」
や
「
環
境
美
化

の
日
」、「
エ
コ
住
宅
展
」
な
ど
が
開
催
さ
れ

た
。「
地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル
展
」
で
は
、
市

役
所
・
図
書
館
な
ど
市
内
５
カ
所
を
会
場

に
、
温
暖
化
の
仕
組
み
や
影
響
な
ど
を
解
説

し
た
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
環

境
美
化
の
日
」
に
は
、
市
内
事
業
所
、
学
校
、

町
内
会
な
ど
１
１
７
カ
所
で
市
民
が
ご
み

拾
い
や
植
栽
活
動
に
参
加
。「
エ
コ
住
宅
展
」

で
は
、
企
業
の
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
古
民
家

や
老
建
築
の
再
・
蘇
生
、
太
陽
熱
利
用
機
器

な
ど
を
展
示
。
地
元
中
学
校
美
術
部
に
よ
る

雪
の
彫
刻
の
展
示
も
花
を
添
え
た
。

 

「
長
期
的
な
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
地

球
規
模
の
環
境
対
策
に
着
手
す
る
た
め
に

は
、
や
は
り
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
よ
い
チ
ャ

ン
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
岩
見
沢
市
環

境
対
策
室
・
室
長
の
佐
藤
義
人
さ
ん
は
、

環
境
週
間
を
そ
う
述
懐
す
る
。
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サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
契
機
に

地
球
に
優
し
い〝
町
お
こ
し
〟

北
海
道
岩
見
沢
市

岩見沢市と新しい町のシンボルＪＲ岩見沢

【岩見沢市】　石狩平野の
中央に位置し、かつて道内
有数の産炭地域であったこ
とから交通の要衝として発
展する。市街地の周囲には
田園地帯が広がり、利根別
原生林や東部丘陵地帯など
自然も豊か。道内有数の豪
雪地帯でもある。炭鉱の閉
山により周辺市町の人口が
減少し、現在約 9万人。

【岩見沢駅】　2000 年の
焼失以来、待ち望まれた
岩見沢駅舎が 2007年完
成。2009 年 春 には、 市
民の文化・教養活動など
の発信拠点となる有明交
流プラザ、線路の南北を
結ぶ有明連絡歩道なども
完成し、複合駅舎が誕生
する。新駅舎の外装には、
鉄道とともに発展してきた
岩見沢らしく、町の歴史や
地域文化を象徴するレンガ
と、国内外から集めた古
レールを使用。過去から
未来へと町の記憶をつな
ぎ、町に活力を呼びもど
す市民の願いが込められ
ている。

Iwamizawa
岩見沢
Yuubari
夕張

Chitose
千歳

Sapporo
札幌

Toyako
洞爺湖

Ishikari
石狩

Ishikari river
石狩川

駅舎窓枠には世界各地の古レールを使用

地球環境基金の募金活動のリーダーシップをとった岩見沢市新エネルギー広報普及連携
会議の皆様。募金箱はいまもメンバー全員の事務所や店舗に設置されている

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
つ
４
月
、
開

催
地
北
海
道
で
は
、『
北
海
道
環
境
宣
言
』

を
発
信
。「
地
球
を
守
る
」「
も
っ
た
い
な

い
」「
自
然
と
共
生
す
る
」の
３
つ
の
心
で
、

道
民
一
人
ひ
と
り
が
足
元
か
ら
環
境
を
考

え
よ
う
と
い
う
、
ま
さ
に
『
環
境
行
動
元

年
』
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
、
関
係
団
体
、
企
業
な
ど
が
協

力
し
て
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

の
な
か
か
ら
、「
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
、
着
実
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

岩
見
沢
市
を
紹
介
し
ま
す
。

地球環境基金地球環境基金

新エネルギー広報普及事業「地球温暖化ストップ展」＆「エコ住宅展」から

～ みなさんの善意を　　『地球環境基金』へ寄付します。 ～　　

北海道洞爺湖サミット開催を機会に　　

ユ
ニ
ー
ク
な
か
た
ち
の
「
地
球
環
境
基

金
へ
の
寄
付
目
録
贈
呈
式
・
式
次
第
」

2008年10月３日「新エネルギーセミナー
in岩見沢」にて贈呈



自治体の取り組み紹介
 

「
環
境
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
、
人

と
人
と
の
結
び
つ
き
や
心
の
交
流
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
岩
見

沢
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
言
っ
て
も
市
民

の
皆
さ
ん
に
あ
ま
り
切
迫
感
が
な
い
。
そ

れ
で
も
情
報
発
信
と
対
話
に
よ
る
情
報
交

換
を
続
け
て
い
け
ば
、
全
体
の
環
境
意
識

が
上
が
る
と
き
が
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

炭
鉱
の
町
か
ら

エ
コ
発
信
の
町
づ
く
り
に
向
け

　

２
０
０
８
年
10
月
30
日
、
岩
見
沢
市
内

で
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
in
岩
見

沢
」
を
開
催
。
北
海
道
経
済
産
業
局
、
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）、
岩
見
沢
市

の
主
催
に
よ
り
、
風
や
雪
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
農
業
に
利
用
し
、
低
コ
ス
ト
・

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
げ
る
先
進
的
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
小
型
風

力
発
電
装
置
の
農
業
利
用
、
雪
氷
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
貯
蔵
・
輸
送
方
法

な
ど
市
外
企
業
の
研
究
発
表
に
混
じ
っ
て
、

北
海
道
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校
も
「
地
下

２
ｍ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
農
業
生
産
に
お

け
る
地
熱
利
用
の
取
り
組
み
〜
」
を
ビ
デ

オ
発
表
。
大
気
と
地
中
の
温
度
差
と
い
う

北
海
道
な
ら
で
は
の
特
性
に
着
目
し
た
技

術
で
、
頼
も
し
い
次
世
代
の
研
究
成
果
と

し
て
実
用
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
ほ
か
に

同
校
は
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
関
連
行
事
に

お
い
て
も
、
Ｇ
８
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
会
、

プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、
北
海
道
高
校
生
環
境
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
に
参
加
。
地
熱
や
雪
の
農
業

利
用
な
ど
の
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
当
日
、
岩
見
沢
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

広
報
普
及
連
携
会
議
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
地
球
環
境
基
金
へ
の
募
金
が
、
独
立
行
政

法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、「
い
わ
み
ざ
わ
環
境
週
間
」
に

際
し
て
、
貢
献
度
が
目
に
見
え
る
こ
と
も

し
た
い
と
い
う
連
携
会
議
の
発
案
に
よ
り

「
地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
展
」
と
「
エ
コ
住

宅
展
」
の
会
場
に
地
球
環
境
基
金
の
募
金

箱
を
設
置
し
て
集
め
た
も
の
。
な
お
、
同

連
携
会
議
は
、
商
工
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど

が
参
画
し
、
岩
見
沢
市
と
協
力
し
て
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
会
議
で
、

環
境
週
間
終
了
後
も
構
成
員
が
順
番
に
募

金
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

 

「
か
つ
て
岩
見
沢
は
石
炭
産
業
ゆ
か
り
の

町
で
し
た
。
今
度
は
発
想
を
変
え
て
ク
リ
ー

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
信
し
た
い
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
連
携
会
議
は
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
」
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
語
る
。

化
石
燃
料
ゆ
か
り
の
町
か
ら
環
境
の
町
へ
。

そ
し
て
再
び
活
き
い
き
し
た
町
づ
く
り
を
。

町
の
新
生
を
目
指
し
、
市
民
、
行
政
、
若

い
世
代
、
産
業
界
…
…
、
手
を
携
え
て
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー

取
り
組
み
紹
介

岩
見
沢
で
セ
ミ
ナ
ー

　

環
境
に
優
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考
え
る「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ミ
ナ
ー
in
岩
見
沢
」（
北
海
道
経
済

産
業
局
、
岩
見
沢
市
な
ど
主
催
）が
、

岩
見
沢
平
安
閣
で
開
か
れ
た
。

　

小
型
風
力
発
電
や
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
に
関
す
る
報
告
の
ほ
か
、
岩
見

沢
農
校
の
生
徒
に
よ
る
地
熱
利
用
の

取
り
組
み
の
ビ
デ
オ
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
市
内
の
企
業
や

飲
食
店
で
募
金
を
呼
び
か
け
た
「
地

球
環
境
基
金
」
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式

も
行
わ
れ
た
。

新聞報道された「地球環境基金」への目録贈呈式

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
in
岩
見
沢
」
に

お
け
る
地
球
環
境
基
金
へ
の
寄
付
目
録
贈
呈

式
の
模
様
は
、
読
売
新
聞
、
い
わ
み
ざ
わ
新

聞
で
報
じ
ら
れ
た

写真 : 謝辞を述べる地球環境基金担当冨岡理事

地熱によって、
温度変化した空気が

吹き出す

吸気用ファン

外気

地温との熱交換

↑
2m
程度
↓

熱交換によってハウス内の温度は、
夏は20℃以下、冬も5℃以上に保た
れる

地熱利用のしくみ

ハウス栽培に地熱利用システム
を利用岩見沢市の主要産業は農業。道内有数の米の産地で、キャッチフレーズは「安

全・安心・おいしい北海道岩見沢産“大地のこだわり情熱米”」

新エネルギーの利用開発に取り組む
北海道岩見沢農業高等学校の皆さん


	P10.pdf
	P11

